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　たびら活性化施設で、第41回全国中学生人権作
文コンテスト中央大会表彰伝達式・感謝状贈呈式が
行われ、本大会で文部科学大臣賞を受章した中部中
学校３年川上琴心さんに表彰状が、中部中学校に対
し感謝状が贈られました。
　川上さんは作文の中で、障害がある弟と外出した
際に起きたトラブルを通して感じたことや、父から
かけられた言葉での心境の変化、すべての人が胸を
張って生きられる社会を築いていきたいとの決意を
つづっています。

３ すべての人が胸を張れる社会へ14

　

地域の安全を守るワン

　平戸地区青少年健全育成会が「平戸わんわんパト
ロール隊」を結成し、平戸市未来創造館で出発式が
行われました。平戸わんわんパトロール隊は、地域
の犬の飼い主で結成され、犬の散歩を通して子ども
や高齢者の安全を見守ることを目的としています。
　出発式では、平戸警察署の野口博文署長から「地
域の安全を見守る味方になっていただき、とても心
強い」と感謝の言葉が贈られました。式の後、隊員
の皆さんは未来創造館から平戸港交流広場までパト
ロールしました。

２
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思い出の保育所と別れを告げる

　野子町へき地保育所閉所式が行われました。交通
条件などに恵まれない山間地や離島に設置できる
「へき地保育所」として、昭和42年に開所して以来、
55年間で延べ500人以上が卒園しました。しかし
近年、入所児童数が減少し休園となり、令和４年度
末をもって閉所することになりました。
　当日は、卒園児を代表して、野子小学校６年生の
柴山愛海さんと吉田珠莉絆さんが、お遊戯会やクリ
スマス会など楽しい日々を振り返りつつ、思い出の
保育所への感謝の言葉を述べました。
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　平戸高校で、姉妹都市オランダノールトワイク市
のレーウェンホルスト中高学校とのオンライン交流
授業が行われ、モニターを通して交流しました。
　平戸高校からは１・２年生５人が参加。両校の生
徒たちは、自分たちで制作したそれぞれの紹介動画
を鑑賞した後、英語でそれぞれの学校生活や文化に
ついて紹介しました。
　チーズスライサーやワッフルをはじめとしたオラ
ンダ文化、箸やほうきなどを使う日本文化など、両
国の文化の違いを学びました。

オンラインで文化交流２
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　平戸オランダ商館で「FADO津森久美子コンサー
ト」が開催されました。
　FADOとは、ポルトガル語で「運命」を表す民族
歌謡。来場者は、現地ポルトガルでも高い評価を受
ける日本人FADO歌手・津森久美子氏の情熱的な
歌声を、南蛮菓子とコーヒーを片手に楽しみました。
　また、この日は松浦史料博物館とつたや總本家
（按針の館）で、「お菓子の島のお菓子の日」と題した
講演会とワークショップが開催され、参加者は伝統
のお菓子づくりを体験しました。

２ ＦＡＤＯの情熱的な歌声を18

　旧獅子小学校駐車場で、「獅子よかもん市春祭り」
が開催され、地区内外から多くの人が訪れました。
このイベントは、獅子がんばろう会が開催している
もので、新型コロナウイルス感染症の影響で中止を
余儀なくされていましたが、３年ぶりの開催となり
ました。
　獅子保育園の鼓笛隊や猶興館高校ダンス部など６
団体のパフォーマンスや、マグロ解体ショーなどの
ステージイベント、地元のグルメなどの販売が行わ
れ、活気に包まれました。

２
初春の獅子のにぎわい26

３

　今年で開館40周年を迎える平戸市切支丹資料館
で、記念セレモニーが行われ、地域住民や関係者な
ど約150人が出席しました。資料館は昭和57年に
オープンし、根獅子町をはじめとする市内に伝わる
かくれキリシタン関連の資料を展示しています。
　セレモニーでは、市内で活動する「ひまわりコー
ラス」による合唱や根獅子小学校・中部中学校の児
童・生徒が「おろくにんさま」の紙芝居を披露しまし
た。また、平戸産の食材を使った芋煮の無料振る舞
いや物産市もあり賑わいました。

キリシタンの歴史を伝え40年３
４

　生月の大バエ鼻灯台で、「灯台マルシェ大バエ鼻
灯台」が開催され、約1,000人の来場者で賑わいま
した。GPSの普及により役目を終える灯台も多い中、
灯台を観光資源として活用を図る、日本財団海と灯
台プロジェクトの「灯台からのメッセージ運営委員
会」と、生月地区まちづくり運営協議会が共同で開
催。灯台をイメージした「灯台メシ」などのマルシェ
や戦争遺構ミニツアー、渡り鳥バードウォッチング、
クレヨンアート、勇魚捕唄や平戸神楽の披露など盛
りだくさんのイベントとなりました。

３ 灯台の下で絶景マルシェ４


